
2019年度予算のお知らせ

◆事業主との連携一層強化（健康経営推進等）
◆ポピュレーションアプローチの強化（時間栄養学の実践、運動等）
◆特定保健指導等の委託先変更後の効果検証と効果向上
◆被扶養者の特定健診受診率向上
◆前期高齢者対策の実施

予 算 の 概 要

保険料収入及び保険給付費は、被保険者数等の減少によりともに総額が減少します。しかし、保険給付費は、消費
税増税に伴う診療報酬改定等により１人当たり額は増加します。高齢者納付金は、加入者の減少や前々年度の精算
により総額は減少しますが、支出総額に占める割合は、健保組合の全国平均を上回って保険給付費と同規模に達し、
今年度も赤字予算となる主因となっています。保険料率は、別途積立金を取り崩すことにより2018年度と同率に据
え置きます。このような中、加入者の健康寿命の延伸、将来の医療費抑制のための保健事業費は、「データヘルス計
画」に基づき下記の重点施策を積極的に取り組む事業計画としており、さらに加入事業主とのコラボレーションによ
り「健康経営」を推進する費用も予算計上しておりますので、みなさまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

2019年2月19日の第185回組合会において、「2019年度予算及び事業計画」等が承認されましたので、その
概要をお知らせします。

【収入】被保険者数等の減により保険料収入減！！
武田健保の収入の９割を占める保険料収入は、平均被保険者数および標準報酬月額並びに標準賞与額の減少に
伴い減少する予算となっています。医療費や高齢者納付金等の支出を下回る収入規模（赤字予算）のため、別途積
立金を取り崩します。
【支出】「健康経営」推進費用を予算計上！！ 
保険給付費は、消費税引き上げに伴う診療報酬の増額改定に加えて医療の高度化・インフルエンザが大流行し

た場合を想定して算出し、被保険者１人当たり保険給付費は増え、支出総額に占める割合は、４２％を占めています。
高齢者納付金については、前期高齢者納付金・後期高齢者支援金ともに、加入者減の影響を踏まえ算出していま

すが、後期高齢者支援金は、前々年度の確定精算もあり、高齢者納付金全体では、支出総額に占める割合は保険給
付費と同規模の４１％となります。  
保健事業費は、データヘルス計画に基づき、被保険者はもとより被扶養者の健康づくりのサポートについても積
極的に推進する予算としています。また、加入事業主とコラボして「健康経営」を推進する費用についても予算を確
保しています。支出総額に占める割合は、８％と健保組合平均より相当高い水準となります。

重点施策

一 般 勘 定

介 護 勘 定

【一般保険料率】
2019年度の一般保険料率は、前年度と同じ８．３８４％（被保険者：3.544%、事業主：4.84%）に据え置き、保険料

収入でまかなえない部分は別途積立金を取り崩します。
2020年度以降も医療の高度化による医療費の増加傾向、高齢者納付金の負担増が続いて赤字が拡大し、シュ

ミレーションでは2021年度に別途積立金が15億円にまで減少すると見込んでおり、財政上好ましくないため保険
料率を引き上げざるを得ない状況となります。

【被保険者1人当たり金額】
健康保険料の1人当たり負担額は、年間

で76.5万円です。このうち、保険給付費が
32.1万円、高齢者納付金が34.1万円（保
険給付費を2万円上回る）のほか保健事業
費6.8万円を確保しています。保健事業費
は、加入者の皆さんの健康の維持・増進に
確保している予算です。健診受診やウォー
キングキャンペーンへの参加やスポーツク
ラブの利用補助やBetter Healthポイント
制度などをうまく利用すれば、健康増進に
つながり、将来の医療費は抑制できますの
で積極的にご利用ください。

　介護納付金は、平成29年8月より総報酬割が導入され、平成31年度は、通年で３／４が総報酬割となり、２号被保
険者１人当たり負担額は引上げられます。一般勘定と同様に２号被保険者数が対前年度見込比、（本人家族合計で）
69名減の5,811名となるものの総報酬割による増加が上回り、総額では１３百万円（＋３．０２％）増となります。保険
料率については、前年度の決算残金の繰入れを行い前年度と同率の１．００％に据え置くこととなります。
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